
ラ ウ ン ドベ ー ラ ( ビ ックベ
ー ラ ) に つい て      ' ・

1 背 景 と特徴

蓄産経営の多頭化を進める上で、粗飼料の生産拡大が重要であるが、方力不足や不良天候が

阻害要因となっている。近年、北海道などで導入がみら才1っるラウンド
ペーラは、 1人 作業が可

能であり、また作業能率が高いため、短時間の時間・D作業主拡大に有効であるので、調査結果

の難つかの知見を参考に供する。

2 技 術の内容

1)原 則的にロードヘイは野外放置ができるため、 1人 作業によってメJ報、反転、集草行程の

他に相包から排出放置までの回場内作業を行なうことができる。

2)乾 燥 し、集草された牧草は、下図の致微によって相包される。

(ウ エルガ
ー社製の場合 )

→ 排 出

3)集 革列は中1.2納、高さ40～ 50御 が適当である。

4)ロ ールドヘィは巾1.5初、直径 1.8秘の円筒形となる。重量は,00～
700的となるため、

梱包後の扱いではローダなどの機械力が必要となる。

5)フ レイル●モーア刈りの短かい革では、プスク・モ
ーア刈りの長い車rrCとる場合よりもと

～ 5"製 品重量が小さくなる。これは、中心部の密度に差が生ずるためと思われる。

6)作 業速度は1.1～ 1.5″t/sec、 このときの拾上げ相包能率は6～ 1lt/生 culて安定し

た作業が可能である。

7)拾 上げ、相包、 トワイン巻付け、 ロ
ールド●ヘイ排出までの実作業能率は、 1回 当たり6.7

～10.8分、時1割当たりで3.6～ 6.Otで ある。

8)ト ワインの使用量は、乾革 t当たり0.6～ 1.0りで従来のタイトペ
ーラによる場合の2.6

～3.0り ょり少ない。

9)野 外貯醜 日当り通風の良い場所に、互いに接じない間隔を持たせて放置することが必要

である。また地表との間に古タイヤや材木を置いて、地画からの土壊水分の直接移行をさけ

る命

10)野 外への放置は、一般に乾草が生産できる期間つなり10月 中旬ころまででは損失が少な
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いがそれ以後では蒸散が少なくなり、ロール ドヘイの表面から30～ 40伽 ほど内部士でカ

ピを生じ、損失が大きくなる。

11)9月 中旬亡での野外放色では、腐敗 ・廃棄部分が 2.9～ 13.1チであるが 11月 中旬亡でで

は、 5,1～ 32.2"と多くなる。

12)ロ ールドヘイは、タワーサイロ状は置いてトワインを切ればK八 カにより簡単にほぐすこ

とができる。

参考上の留意点

1)製 品が大きいため、人力扱いが不可能であり、運般～解体などハンドリィグに隣する
一

貫機械化が必要である。

2)口 Tル ドヘイヘのビニニルカパーの使用は、ヨンクリートのような蒸散の少ない場所では

効果がみられる力く地面からの蒸散の多い所では逆効果と思われる。

3)適 合場面や有効な活用法については、今後の検討を要する。

最近 のサ イ レージ用添 加 却〕の選択 と利用

1 背 景と特徴

貯蔵粗飼料rCおけるサイレ
ージの比率が高くなる傾向の中で、安定貯蔵を図るためのサイレ

ージ添加薬斎Jの開発・駒 戦整されている。これからの添加物の効果は万能ではなく、それぞ

れ効果の特長がみられる。

しかしながら現場においては、サイレージ調製時の条件と添加物の効果の特侵とが合致して

いない使用事例も多く、寿J用上の混乱がみられるため、 こ れまでの試験成果から市販されてい

るサイレニジ用添加薬剤の効果の特長と利用条件を整理 して参考に供する。

2 技 術の内容

1)市 販の添加薬浄」はいずれも積極的な品質向上効果よりも、不良酸酵防止や二次酸酵防止の

効果が大とい。

2)不 良酸酵防止や二次酸酵防止に効果のみられる主な市販の添加薬剤について、次のように

比較 ・整理できる。

フ
' ロ
ピ オ ン 鮫 ギ酸 カルシウム複合剤

商品名、形状 フ
・ロサン、な状 メイズヨフア 粉状

フ
°ロピオ/酸 他 ギ餃 カルンウム

安虐、呑駁ナトリウム他
成

低水分牧革サイ

畿実サイレージ

トウモ ロヨンサイレージ

その他ホ
ールクロッフサ イレ

ージ

サイベス ト、渡状
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対象サイレージ 高水分牧車サイ

中高水分牧車サイ


